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水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
）
は
７
月
19
日

に
公
募
型
実
証
研
究
支
援
事

業
（
Ａ
―
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
）
の
オ

ン
ラ
イ
ン
見
学
会
を
開
催
す

る
。
前
澤
工
業
が
実
施
し
て

い
る
「
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
活
用
し
た
自
律
型
浄
水

支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
に

つ
い
て
、
実
フ
ィ
ー
ル
ド
で

あ
る
埼
玉
県
企
業
局
の
浄
水

場
や
実
設
備
を
紹
介
、
実
証

研
究
の
内
容
を
説
明
す
る
。

　

参
加
申
し
込
み
は
Ｊ
Ｗ
Ｒ

Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
７
月
９

日
ま
で
。
水
道
事
業
体
職
員

を
対
象
と
し
、
定
員
は
先
着

で
約
２
０
０
人
、
参
加
費
は

無
料
。

　

「
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

―
」
は
、
浄
水
場
内
で
蓄
積

さ
れ
た
水
質
や
運
転
デ
ー
タ

等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
解
析

す
る
こ
と
で
精
度
の
高
い
水

質
予
測
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す

る
と
と
も
に
、
画
像
解
析
に

よ
っ
て
凝
集
フ
ロ
ッ
ク
の
情

報
を
解
析
し
、
早
期
に
浄
水

異
常
を
発
見
す
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
す
る
も
の
。

　

東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

ズ
は
、
電
機
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
事
業
を
７
月
１
日
付
で

分
割
し
、
１
０
０
％
子
会
社

の
東
芝
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
吸
収
分

割
に
よ
り
事
業
承
継
す
る
。

ま
た
、
同
日
付
で
東
芝
ト
ラ

ン
ス
ポ
ー
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
の
商
号
を
東
芝
イ
ン
フ

ラ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
に
変
更

す
る
。

　

事
業
内
容
は
、
上
下
水

道
、
空
港
、
鉄
道
、
ビ
ル
、

工
場
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
設

備
・
産
業
施
設
の
保
守
点
検
・

修
理
・
予
防
保
全
・
部
品
販

売
・
現
地
調
整
・
運
転
管
理

事
業
と
な
る
。

　

本
社
は
、
東
京
都
新
宿
区

西
新
宿
６
―
24
―
１
号
の
西

新
宿
三
井
ビ
ル
。
資
本
金
は

１
億
円
で
、
社
長
は
東
芝
ト

ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
社
長
の

見
泰
範
氏

が
務
め
る
。
従
業
員
数
は
約

１
５
０
０
人
。

　

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
は
17
日
、
第
１
７
６
回
広

報
宣
伝
委
員
会
（
委
員
長
＝

今
井
俊
雄
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
環
境
本
部
フ
ェ

ロ
ー
）
を
開
催
し
、
10

月
の
神
戸
水
道
展
に
つ

い
て
、
ブ
ー
ス
の
配
置

や
７
月
８
日
に
実
施
す

る
出
展
説
明
会
の
資

料
、
広
報
・
広
告
な
ど

を
話
し
合
っ
た
。

　

神
戸
水
道
展
は
日
本

水
道
協
会
の
全
国
会
議

に
併
せ
10
月
９
～
11
日

に
開
催
。
神
戸
国
際
展

示
場
の
１
号
館
と
３
号

館
の
３
フ
ロ
ア
を
会
場
に
、

１
５
４
社
・
団
体
が
１
３
０

ブ
ー
ス
を
設
け
る
（
昨
年
の

東
京
水
道
展
：
１
５
０
社
・

団
体
、
１
２
７
ブ
ー
ス
）。

来
場
者
受
付
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
。
な
お
、
出
展
者
情

報
を
掲
載
す
る
神
戸
水
道
展

特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
７
月

上
旬
に
開
設
す
る
予
定
。

　

森
岡
泰
裕
・
専
務
理
事
は

「
お
陰
さ
ま
で
用
意
し
た
小

間
数
を
上
回
る
申
し
込
み
を

い
た
だ
い
た
。
水
道
展
は
水

団
連
が
行
う
事
業
の
中
で
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
。
皆
さ
ま
の

協
力
に
よ
り
成
功
に
導
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　

鉄
建
建
設
は
こ
の
ほ
ど
、

超
音
波
ソ
ナ
ー
技
術
を
活
用

し
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
背

面
地
山
を
連
続
的
に
計
測
し

て
密
度
変
化
領
域
を
可
視
化

す
る
「
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
背

面
計
測
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発

し
た
と
発
表
し
た
。
シ
ー
ル

ド
マ
シ
ン
を
掘
進
し
な
が

ら
、
背
面
地
山
の
状
況
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
で
き
、
シ
ー
ル
ド
工
事
の

　

三
機
工
業
は
さ
き
ご
ろ
、

労
働
災
害
防
止
に
向
け
た
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
全

社
安
全
大
会
」
を
開
い
た
。

同
社
で
は
、
各
事
業
部
門
・

拠
点
で
毎
年
、
安
全
大
会
を

開
催
し
て
い
る
が
、
事
業
部

門
だ
け
で
な
く
管
理
支
援
部

生
産
性
や
安
全
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
。
今
年
２
月
か
ら

施
工
中
の
東
京
都
の
公
共
下

水
道
工
事
に
導
入
し
、
実
用

性
を
確
認
で
き
た
と
し
て
お

り
、
特
許
も
取
得
済
み
だ
と

い
う
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
超
音
波

ソ
ナ
ー
を
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン

内
面
上
部
に
取
り
付
け
、
ソ

ナ
ー
か
ら
地
山
に
向
け
て
照

射
さ
れ
る
超
音
波
の
反
射
波

を
計
測
す
る
こ
と
に
よ
り
、

マ
シ
ン
背
面
の
ほ
ぐ
さ
れ
た

領
域
（
泥
土
）
と
、
ほ
ぐ
さ

れ
て
い
な
い
硬
い
領
域
（
地

山
）
と
の
境
界
位
置
を
掘
進

中
に
常
時
計
測
す
る
も
の
。

取
得
し
た
デ
ー
タ
を
切
羽
土

圧
管
理
や
加
泥
材
注
入
管

理
、
裏
込
め
注
入
管
理
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
、
地
質
変
化
な
ど
に
応
じ

た
安
全
で
確
実
な
施
工
が
可

能
と
な
る
。

　

ま
た
、
同
シ
ス
テ
ム
は
、

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
特
段
の

加
工
を
施
す
必
要
が
無
く
導

入
で
き
、
超
音
波
ソ
ナ
ー
が

故
障
し
た
場
合
で
も
簡
単
に

機
内
か
ら
交
換
で
き
る
な
ど

の
利
便
性
も
兼
ね
備
え
て
い

る
。

　

今
後
、
同
社
で
は
崩
壊
の

危
険
性
が
高
い
地
山
や
小
土

か
ぶ
り
の
路
線
、
軌
道
横

断
、
重
要
構
造
物
と
の
近
接

施
工
な
ど
、
周
辺
地
域
へ
の

影
響
が
特
に
制
限
さ
れ
る
場

合
を
中
心
に
、
同
シ
ス
テ
ム

を
順
次
導
入
し
て
い
く
。
ま

た
、
坑
内
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
と

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
を

用
い
た
バ
ッ
テ
リ
ー
機
関

車
（
サ
ー
ボ
ロ
コ
）
の
自
動

無
人
化
運
転
シ
ス
テ
ム
を
は

じ
め
と
し
た
各
種
施
工
支
援

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
開
発
済
み

の
シ
ス
テ
ム
と
併
用
し
て
、

シ
ー
ル
ド
工
事
の
生
産
性
、

安
全
性
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
し
て
い
る
。

門
を
含
む
全
社
全
部
門
が
一

丸
と
な
る
こ
と
で
「
全
社
横

断
的
な
災
害
防
止
へ
の
意
識

づ
け
」
の
強
化
を
図
る
。

　

冒
頭
、
石
田
博
一
・
社
長

は
大
会
の
開
催
目
的
を
説
明

し
た
上
で
「
業
務
の
効
率
化

を
推
し
進
め
て
い
く
た
め
に

は
労
働
災
害
や
ト
ラ
ブ
ル
の

発
生
が
大
き
な
支
障

と
な
る
た
め
、
選
ば

れ
続
け
る
会
社
に
な

る
た
め
に
は
災
害
ゼ

ロ
は
必
須
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
今
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
「『
ゼ
ロ
災
』
は

正
し
い
作
業
手
順
か

ら
」
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
同
社

の
中
央
安
全
衛
生
委
員
長
を

務
め
る
三
石
栄
司
・
副
社
長

は
「
安
全
活
動
の
究
極
の
目

標
は
災
害
ゼ
ロ
。
近
年
の
災

害
傾
向
を
見
る
と
基
本
的
な

手
順
や
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い

れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
災

害
が
大
半
で
あ
り
、
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
作
業
手
順

の
重
要
性
を
改
め
て
周
知
徹

底
し
、
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
で
災
害
ゼ
ロ
の
達

成
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。 

　

大
会
後
に
は
、
主
要
協
力

会
社
や
一
次
協
力
会
社
に
所

属
す
る
職
長
の
中
か
ら
、
施

工
技
術
、
品
質
・
工
程
・
安

全
管
理
能
力
、
作
業
員
へ
の

指
導
力
な
ど
が
優
れ
た
技
術

者
を
認
定
す
る
「
三
機
ス
ー

パ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
（
優
秀
職

長
）認
定
式
」を
実
施
し
た
。

　

今
後
は
、
全
国
11
部
門
で

安
全
大
会
を
順
次
開
催
し
、

無
事
故
・
無
災
害
に
つ
な
げ

て
い
く
。

シ
ー
ル
ド
工
事
の
安
全
性
向
上
へ

背
面
地
山
の
計
測
シ
ス
テ
ム
開
発

鉄
建
建
設

超音波ソナーをシールドマシン内面上部に設置

超音波ソナーの取り付け位置

検討を進める広報宣伝委員会

水団連

神戸水道展の準備進む

広報宣伝委開き配置な
ど

電
機
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
を
分
割

１
０
０
％
子
会
社
が
事
業
承
継

東
芝
イ
ン
フ
ラ

シ

ス

テ

ム

ズ

全
社
横
断
で
安
全
大
会
開
く

災
害
防
止
へ
の
意
識
づ
け
を

三
機
工
業

大会の目的を説明する石田社長

Ａ
―
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
オ
ン
ラ

イ
ン
見
学
会
７
／
19
に

Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ

  

美
浜
町
は
愛
知
県
の
知
多

半
島
南
部
に
位
置
し
、
水
道

事
業
は
１
９
６
２
年
２
月
か

ら
給
水
を
開
始
し
た
。
５
期

の
拡
張
事
業
を
経
て
、
２
０

２
２
年
度
末
現
在
で
、
▽
給

水
人
口
：
２
万
１
７
０
０
人

▽
１
日
最
大
給
水
量
：
１
万

26
立
方
㍍
▽
普
及
率
：
99
・

８
％
▽
有
収
率
：
92
・
６

３
％
―
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
配
水
池
２
カ
所
や

ポ
ン
プ
場
４
カ
所
、
管
路
総

延
長
20
万
３
０
６
２
㍍
な
ど

を
有
し
、
水
源
は
愛
知
県
か

ら
全
量
受
水
し
て
い
る
。
配

水
池
は
２
０
０
３
年
度
に
耐

震
診
断
を
実
施
し
、
い
ず
れ

も
耐
震
性
を
確
認
し
て
い

る
。
同
町
は
２
０
１
４
年
度

に
「
美
浜
町
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」、２
０
１
８
年
度
に
「
美

浜
町
水
道
事
業
経
営
戦
略
」

を
策
定
し
、
経
営
基
盤
の
強

化
や
安
定
給

水
の
確
保
な

ど
を
図
っ
て

い
る
。

  

こ
の
経
営

戦
略
は
、
計

画
期
間
が
10

年
間
（
２
０

１
９
～
28
年

度
）
で
、
こ

の
間
に
布
設

後
40
年
経
過

の
管
路
延
長

は
累
計
約
60

㌔
と
な
り
、

管
路
総
延
長

の
約
30
％
と

な
る
見
込
み

で
あ
る
。
２

０
２
２
年
度

末
の
口
径
２

０
０
㍉
以
上

の
幹
線
配
水

管
延
長
は
３

万
７
２
０
０

㍍
で
、
こ
の
う
ち
耐
震
管
延

長
は
３
９
７
２
㍍
、
耐
震
化

率
は
10
・
７
％
。
ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
を
考
慮
し
た
老
朽

管
の
更
新
や
管
路
の
耐
震
化

な
ど
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
幹
線
配
水
管
の
耐
震
化

率
14
％
以
上
の
達
成
を
目
指

す
と
し
て
い

る
。

  

同
町
で
は

２
０
１
３
年

度
か
ら
、
災

害
拠
点
病
院

お
よ
び
重
要

給
水
施
設
へ

の
配
水
管
を

重
点
的
に
耐

震

化

す

る

「
美
浜
町
重

要
給
水
施
設

配
水
管
耐
震

化
計
画
」
に

も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

水
管
橋
に

つ
い
て
は
２

０
１
７
年
度

に
策
定
し
た

「
水
管
橋
更

新
計
画
」
を

踏
ま
え
た
上

で
、
今
回
は

橋
梁
床
版
の
裏
面
に
設
置
さ

れ
て
い
る
更
新
が
困
難
な
箇

所
の
水
管
橋
の
予
防
保
全
と

し
て
、
八
幡
橋
水
管
橋
（
２

５
０
Ａ
×
延
長
約
７
㍍
）
で

『
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
』
を
用

い
て
施
工
し
た
。

　

『
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
』は
、

専
門
技
術
者
が
漏
水
箇
所
や

腐
食
減
肉
部
に
Ｆ
Ｒ
Ｐ
シ
ー

ト
を
貼
り
付
け
、
紫
外
線
照

射
で
硬
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
延
命
化
を
図
る
技
術
。
水

道
や
下
水
道
な
ど
多
様
な
施

設
で
約
６
５
０
件
の
実
績
が

あ
り
、
近
年
は
水
管
橋
の
補

修
・
延
命
化
用
途
で
の
採
用

が
急
増
し
て
い
る
。

　

同
町
の
担
当
者
は
２
０
２

２
年
の
名
古
屋
水
道
展
に
お

い
て
、
阿
南
電
機
の
ブ
ー
ス

で
『
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
』
の

実
物
を
見
て
、
採
用
を
決
め

た
と
の
こ
と
。

　

採
用
後
の
評
価
な
ど
に
つ

い
て
は
「
仕
上
が
り
や
経
過

も
良
好
で
す
。
費
用
対
効
果

は
高
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
更
新
時
期
を

迎
え
て
い
る
水
管
橋
が
あ

り
、
道
路
計
画
に
伴
う
タ
イ

ミ
ン
グ
で
更
新
し
た
い
の
で

す
が
、
そ
の
計
画
時
期
が
未

定
で
す
の
で
、
検
討
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
語
っ
た
。

『
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
』
に
よ
る
修
繕
の
様
子

修繕前の水管橋

愛
知
県
美
浜
町
が
水
管
橋
修
繕
工
事
で
『
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
』を
採
用

愛
知
県
美
浜
町
が
水
管
橋
修
繕
工
事
で
『
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
』を
採
用

　

和
歌
山
市
の
六
十
谷
水
管
橋
崩
落
事
故
（
２
０
２
１
年
10
月
）
な
ど
を
踏
ま
え
、
昨
年
３
月
に
改
訂
さ
れ
た
「
水

道
施
設
の
点
検
を
含
む
維
持
・
修
繕
の
実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
、
予
防
保
全
型
管
理
の
新
技
術
活
用
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
を
受
け
、
水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
新
事
業
と
し
て
「
水
道
に
お
け
る
新
技
術

事
例
集
（
Ａ
ｑ
ｕ
ａ
―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）」
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、有
用
性
の
高
い
技
術
を
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
、
周
知
し
て
い
る
。
愛
知
県
美
浜
町
は
、
こ
の
Ａ
ｑ
ｕ
ａ
―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
阿
南
電
機
製

の
「
紫
外
線
硬
化
型
Ｆ
Ｒ
Ｐ
シ
ー
ト
」（
製
品
名
『
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
』）
を
採
用
し
、
こ
の
ほ
ど
水
管
橋
修
繕
工
事

を
行
っ
た
。本
紙
で
は
同
町
の
担
当
者
に
新
技
術
採
用
の
効
果
な
ど
を
伺
っ
た
。　
　
　

（
大
阪
新
聞
部
・
石
上
和
弘
）

阿
南
電
機
製
の
紫
外
線

硬
化
型
Ｆ
Ｒ
Ｐ
シ
ー
ト

更新困難の予防保全で採用

仕上り良く費用対効果など評価

ル
ポ

２０２４年（令和６年）６月２７日付

水 道 産 業 新 聞


